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また、要因分析において、従来から多用されてきた AHP 法を精緻化した ANP 法にもとづく分析枠組みを開発
し、的確な加重分析を試みた点も評価できる。さらに、セルオートマタ・マルコフモデルにニューラルネット
ワーク法を組み込んだ土地利用予測モデルを構築し、シナリオ分析を駆使してルサカの持続的都市発展の可能
性を論理的に論じており、本研究にはオリジナリティが認められる。本研究で確立した土地利用予測モデルは
汎用性に富んでおり、アフリカにおける大都市圏研究にも貢献する。 
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